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 【小論文】 日 時 ： １月２７日（土）、１５：２０～１６：２０ 

      場 所 ： E－８教室 

 【面接】    日 時 ： ２月３日または１０日（土）、１５：２０～１７：００ 

       場 所 ： 小会議室 

       注 意 ： 面接の期日、順番については、学級担任より連絡。 

                        試験の終了時刻に合わせて、迎えの時刻を変更してください 

 

 

ホームページ http://www.shokookai.org/gakkou.htm    毎週火曜日更新 

 

 

 

先週の土曜日、１月１３日、２０１８年度に向けて、幼稚部入園・

小学部１年入学希望者説明会を開催致しました。説明会では、教育委

員長の 大竹浩人様より、本校の運営方針や目的について説明してい

ただくとともに、学校や面接に関わっての説明をさせて頂きました。 

本校の目的は、「帰国後日本の教育に円滑に適応することが出来る

ような学力をつける」ことにありますので、日本語を学ぶというより、日本語で学ぶ学校です。

授業に必要な日本語力はご家庭で習得して頂かなくてはなりません。また、小学部では週１回

の授業を補うため、宿題（プリント、学習帳、音読、日記、等）が出されますが、これもご家

庭で指導して頂くことになります。 

日本人学校は、商工会に設置された教育委員会により運営されておりますが、教育委員の皆

様には、全員がボランティアとして、年間を通して本校に貢献していただいております。同様

に、保護者の皆様全員にも学校行事などの企画、運営を担当して頂いています。本校の運営に

は、保護者の皆様のご支援とご協力が欠かせません。 

 小学部入学テストは２月７日（水）に、幼稚部入園面接は２月１６日(金)に、どちらも商工

会事務所で行われます。 

 

 

本校の中学部を卒業し、高等部への進学を希望する生徒を対

象に、高等部進学審査（小論文・面接）を下記の通り実施致し

ます。日本ではこの時期中学３年生は高校入試の真っ最中です

ので、本校でも高等部への進学を希望している生徒を対象に進

学審査を実施しています。高等部への進学を希望している生徒

の皆さんは、時間厳守で集合するようお願いします。なお、高

等部への進学が認められた生徒には、後日、高等部進学許可通

知書が郵送されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１８．１．２０ 

第１７-３５号 

 

http://www.shokookai.org/


 

 

                  

１年１組 千木良 夏実   １年３組 山田 詠    ２年２組 佐伯 悠斗  
 

俳句「冬」  雪がふる 冬にぴったり 雪遊び       ３年１組 後藤 恵梨 

くまがねる くまの子どもと あたたかい   ３年１組 河合 彩花 

雪がふる 雪をほったら 神の星       ３年１組 古屋 尊 

音訓かるた    楽しいね 音楽会で 歌うたう         ３年１組 芦田 ゆり子  

               遊園地 みんなと遊べて 楽しいな       ３年１組 竹内 美海 

               学校で 楽しく学ぶ 一日だ         ３年１組 鈴木 音瑛 

 

  「坊ちゃん」を読んで   小学部６年  前 原  美 優 
 「中学の教頭位な論法でおれの心がどう動くものか。人間は好き嫌いで働くものだ。論法

で働くものじゃない。」 

 これは主人公の坊ちゃんが言った言葉です。私は、このセリフを言った坊ちゃんに共感し

ます。それは、自分がやりたくない職業に就いたとしても全然楽しくないし、一度きりの人

生、どうせなら心から自分が楽しいと思えるような職業に就きたいと思ったからです。 

 そして、坊ちゃんはすごいなとも思いました。それは、自分がおかしいと思った物事など

があると知らん振りせずに戦っているからです。私だったら、もしおかしいと思ってもきっ

と坊ちゃんみたいに知らん振りせずに戦うことなんて出来ません。私は弱いので、もし私が

坊ちゃんの立場になったら赤シャツをやっつける勇気なんて出ないだろうし、そもそも赤シ

ャツをやっつけようとも思わないでしょう。 

 私はこの本を読んで、夏目漱石さんはきっとどんなことでも勇気を出

して戦うことが大切だということを伝えたかったんだと思いました。 

 そして、この物語の悪役、赤シャツは私達の心の中の醜さを表してい

るのではないかと思います。人間誰でも、人に嫉妬したり欲深くなった

りすることはあると思います。でもそれに負けずに、いつでも本当にそ

れで良いのか自分の心に問いかけてみることが大切なんだということを、

坊ちゃんを読んで気付かされました。 


